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テ
ー
マ
『
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
「
子
育
て
支
援
」
や
「
子
育
て
の
こ
と
」』

で
実
施
し
た
意
見
交
換
会
で
の
意
見
・
要

望
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に

対
応
し
ま
し
た
。　

❶�　
議
会
に
は
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。
い
た
だ
い
た
１
４
０
余
り

の
意
見
・
要
望
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
常
任
委
員
会
に
振
り
分
け
、
検
討
・

協
議
し
ま
し
た
。

❷�　
確
認
が
必
要
な
32
の
意
見
・
要
望
は
、

担
当
の
所
管
課
の
職
員
に
現
状
を
確
認

し
、
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
改
善
等

の
対
応
を
要
請
し
ま
し
た
。
３
つ
の
常
任

委
員
会
で
検
討
・
協
議
し
た
残
り
の
意

見
・
要
望
は
、
12
項
目
に
分
類
し
、「
子

育
て
支
援
及
び
子
育
て
環
境
の
改
善
に

関
す
る
提
言
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
な

お
、
12
項
目
の
意
見
・
要
望
に
は
、
全

て
議
会
と
し
て
の
提
言
を
付
し
ま
し
た
。

❸�　
３
月
22
日
、
議
長
・
副
議
長
・
３
常

任
委
員
会
委
員
長
が
市
長
室
を
訪
れ
、

提
言
書
に
よ
り
、申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

市長に申し入れをしました市長に申し入れをしました
テーマテーマ
『みんなで考えてみませんか「子育て支援」や「子育てのこと」』『みんなで考えてみませんか「子育て支援」や「子育てのこと」』

～ 令和５年度の議会報告・意見交換会でいただいた
　 　　 子育て支援や子育てに関する意見・要望の行方 ～

特集！！特集！！
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ＰＩＣＫ ＵＰ！！
提言内容の一部抜粋をわかりやすくお伝えします

⃝ 提言内容
　市内高校通学者への定期券購入補助は、目的とした高校魅力
化につながっていない。また市外高校へ通学させる保護者に不
公平感を抱かせている。購入補助を廃止し、その財源を高校魅
力化事業や他の子育て支援に充ててもよいのではないか。

高校生への通学補助の見直しを１１

⃝ 提言内容
　「明日の新見高校を考える会」は、新見高校のより望ましい存続を求め、要望書を提
出するなど様々な活動を行ってきたが、現在の活動はやや停滞気味のように思われる。
本会の活動を活性化させ、プロジェクトチームを創設することはできないか。また、会
長は市長が務めているが、民間人から選出することが望ましい。
　高校の魅力化を推進し、より望ましい存続を維持する
ためには、現在の行政サイドの体制では不十分である。
教育委員会が主体となって「新見高校存続の対策チーム」
を創設し、取り組んでいただきたい。
　中学生の希望等を踏まえた新見高校の部活動を再編す
るよう尽力、支援をしていただきたい。

新見高校の魅力化を２２

⃝ 提言内容
　子育て世代の定住を推進する上で住宅支援のさらなる拡充が
必要と考える。また、補助金等については、市内外の業者を問
わず柔軟に対応されるよう求める。

子育て世代への住宅支援の拡充を３３
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⃝ 提言内容
　従前から、各支局に気軽に相談できる保健師を配置して
ほしいという要望が強く感じられる。各支局に健康に関し
て専門的な知見を有する保健師が配置されることこそ、一
人ひとりに寄り添い、地域の誰をも取り残さない保健行政
に通じるのではないか。議会としても、保健師の支局配置
を強く求める。

相談的支援の充実を（保健師の支局配置を）４４

⃝ 提言内容
　小児科医療の夜間診療体制の充実は、解決の糸口が見えない課題である。しかしなが
ら、次のような点の改善を図ることによって、保護者の不安感をある程度払拭できるの
ではないかと考える。
①　�急な病気やけがをした時の応急処置の仕方、子ども
の病名などを学ぶ小児医療についての講座を開く。

　　（新見公立大等と連携）
②　�万一の場合の、相談体制の周知徹底を図る。
③　�救急車による搬送、病院での治療についての情報の
発信及び連携ネットワークをしっかり構築し、周知
徹底を図る。

子育て世代に安心な医療体制の構築を５５

⃝ 提言内容
　放課後児童クラブは、核家族で働く保護者
にとっては、大きな助けとなっているが、運
営に携わる保護者にとっては、大きな負担と
なっている。その運営を教育委員会、もしく
は民間委託するなどの措置を求めたい。また、
放課後児童クラブで利用している施設が十分
かどうかの調査の実施や、不足しがちな指導
員への待遇改善等も検討していただきたい。

放課後児童クラブの運営の見直しを６６
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　令和６年度から、小中学校での給食費が実質無料化になります。
これは、これまで多くの議員が、一般質問で訴えてきた成果でもあ
ります。
　今後、議会としても子育て世代の皆さんにどんな支援が重要なの
かをしっかりと考え、行政に働きかけたり訴えたりしていきます。
　子育ては、子どもやみんなの未来を創っていくものです。そのた
めには、より良い方向に今を変えていくことが大切です。今を変え
ていく大きな力の一つが、皆さんの声であり、それに応える政治の
力であると考えます。今後も、しっかり皆さんの声を議会に届けて
いただきますよう、お願いいたします。� 新見市議会　議員一同

⃝ 提言内容
　部活動の地域移行については、保護者に対して、その
都度、準備や進捗の状況、課題、今後の見通しなどにつ
いての丁寧な情報提供が強く望まれる。

部活動の地域移行について、方向性や在り方等は７７

⃝ 提言内容
　児童生徒の不登校を、どのような手段方法で改善して
いくのか、また、学力低下の原因分析とその改善方法に
ついても、教育委員会の真摯な取組が見えてこない。可
能な情報はもっと積極的に開示していただきたい。
　同時に広く市民参加を得ての、「不登校の改善及び学力
向上に関する教育会議」の設置も検討していただきたい。

学校教育の質向上と不登校問題克服を８８

その他、提言書にまとめた意見・要望及び提言内容は
ホームページに公開していますのでご覧ください。
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　令和６年３月新見市議会定例会は、２月21日から３月22日までの31日間開催しました。
条例27件、予算17件、その他議案５件、請願１件、陳情２件、発議４件、人事４件が
審議されました。
　このうち、議案第３号「国際貢献大学校メディカルクリニックの指定管理者の指定に
ついて」において、出生数の減少により令和７年度以降「分娩機能の廃止」を行う方針
としましたが、今後も本市は少子化対策に取り組むことを求める附帯決議を行いました。
　また発議３号及び４号では、議員のなり手不足検討特別委員会において、議員報酬、
政務活動費、期末手当等の内容について、本会議において議論され、賛成多数で原案可
決されました。
　主な審議結果は以下のとおりです。なお、詳しい内容は、各委員会報告のページをご
覧ください。

令和６年３月定例会  審議内容

令和６年３月定例会  審議結果
●議案の部

条 例 ２７件原案可決 予 算 １７件原案可決
その他議案 ５件原案可決 人 事 ４件原案同意

発 議 ４件原案可決

●請願・陳情の部
請願・陳情番号 請願・陳情名 結　果

請願第５号 新見公立大学の通学路の街灯整備に関する請願 継続審査

陳情第１２号 公的年金の削減中止と物価上昇に見合う年金支給額の改善を求める陳情 趣旨採択

陳情第１３号 公営塾開設についての陳情 採　　択

●発議の部
発議番号 発　議　名 結　果

発議第１号 新見市議会会議規則の全部改正（案） 原案可決

発議第 2 号 新見市議会委員会条例の一部を改正する条例（案） 原案可決

発議第３号 新見市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例（案） 原案可決

発議第４号 新見市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例（案） 原案可決

●議案に対して賛否が分かれたもの
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15

議案番号

議員名

議案名

土
　
屋
　
　
　
将

林
　
　
　
司
　
朗

峠
　
田
　
一
　
也

仲
　
田
　
芳
　
人

西
　
川
　
照
　
雄

岡
　
崎
　
裕
　
生

宮
　
本
　
英
　
基

小
　
河
　
俊
　
文

岩
　
田
　
秀
　
之

藤
　
澤
　
正
　
則

林
　
　
　
光
　
和

塩
　
飽
　
満
　
路

橋
　
本
　
亨
　
子

古
　
川
　
英
　
明

条例第２７号 新見市介護保険条例の一部を改正する条例
委員会結果：採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○

発議第３号
新見市議会の議員の議員報酬、費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例
委員会結果：原案採択

○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ × ○

発議第４号
新見市議会政務活動費の交付に関する条
例の一部を改正する条例
委員会結果：原案採択

○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ × ○

※「○」は賛成、「×」は反対。「欠」は欠席。議長は表決に加わりません。10番は欠員。

各議案の
審議結果

　こちらのQRコード
を読み取っていただく
か、インターネットで
「新見市　議決結果」
で検索してください。

新見市議会
ホームページ
　議会の情報や過去の
にいみ市議会だよりを
掲載しています。

（新見市議会）

（市議会だより）
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総 務 消 防
常 任 委 員 会

新
見
商
工
会
議
所
青

年
部
の
大
学
生
交
流

支
援
事
業
か
ら
の
請

願
を
審
査

　
３
月
７
日
に
本
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
と
請
願
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

付
託
事
件
の
審
査

【
請
願
・
陳
情
の
部
】

●
請
願
第
５
号　
新
見
公
立
大
学

の
通
学
路
の
街
灯
整
備
に
関
す
る

請
願主な

質
疑
・
意
見

◎
既
存
の
街
路
灯
が
24
基
あ
る
が
、

増
設
す
る
の
か
。

◎
も
っ
と
明
る
い
も
の
を
新
規
で

設
置
し
て
ほ
し
い
の
か
。

◎
防
犯
灯
は
電
気
代
を
地
元
が
負

担
し
て
い
る
。
市
が
肩
代
わ
り
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。

◎
既
存
の
街
路
灯
の
設
置
者
や
管

理
者
に
つ
い
て
調
査
が
必
要
。
勝

手
に
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
街
灯
整
備
の
方

法
等
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
、
既
設
の
街
灯
の
状

況
を
請
願
提
出
者
及
び
委
員
会
の

双
方
に
お
い

て
詳
細
な
調

査
研
究
が
必

要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
継

続
審
査
す
る

こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

【
議
案
の
部
】

●
条
例
第
26
号　
新
見
市
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

委
員
問　
手
当
の
支
給
要
件
は
。

答
弁　
他
市
で
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
災
害
が
発
生
し
、
職

員
を
派
遣
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

災
害
救
助
法
の
適
用
が
遅
れ
た
場

合
は
遡
っ
て
手
当
を
支
給
す
る
。

委
員
問　
職
員
は
大
変
危
険
な

所
に
行
く
た
め
、
災
害
救
助
法
の

各
委
員
会
報
告

適
用
の
有
無
に
よ
ら
ず
手
当
を
支

給
で
き
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
制
度

を
作
れ
な
い
か
。

答
弁　
特
殊
勤
務
手
当
は
、
職

員
が
劣
悪
な
環
境
で
勤
務
す
る
こ

と
に
対
し
て
、
日
当
の
手
当
を
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。
柔
軟
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
条
例
第
10
号　
豊
永
財
産
区
管

理
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

委
員
問　
豊
永
財
産
区
の
山
林

は
も
う
な
い
の
か
。　

答
弁　
豊
永
財
産
区
の
山
林
は

10
筆
、
面
積
は
約
64 

ha
あ
る
。

委
員
問　
解
散
に
よ
っ
て
山
林

は
地
元
に
移
管
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　
土
地
の
名
義
は
新
見
市

で
あ
り
、
山
林
に
つ
い
て
も
市
の

財
産
と
な
る
。
し
か
し
、
財
産
区

が
こ
れ
ま
で
管
理
を
し
て
お
り
、

収
益
も
上
が
っ
て
い
た
た
め
、
市

が
引
き
継
ぐ
よ
り
は
、
財
産
区
の

収
益
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形
で
地

元
に
渡
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
、
２
件
を
含
む
13
件
に
つ

い
て
、
審
査
の
結
果
、
反
対
の
意

見
は
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

報
告
事
項
に
つ
い
て

●
新
見
駅
前
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

共
用
開
始
に
つ
い
て
（
総
務
課
）

　
新
見
駅
前
駐
輪
場
の
移
転
増
設

工
事
が
完
了
し
、
３
月
１
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
た
。
駐
輪
枠
は
２

０
５
台
か
ら
２
７
２
台
と
な
っ
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
駐
輪
場
の
跡
地
に
、

駐
車
枠
を
増
設
す
る
工
事
も
完
了

し
た
。
ま
た
、
駅
前
広
場
駐
車
場

と
、
駅
西
第
１
駐
車
場
の
自
動
精

算
機
を
新
札
や
カ
ー
ド
決
済
、
電

子
決
済
に
対
応
で
き
る
も
の
に
変

更
し
て
い
る
。

文 教 福 祉
常 任 委 員 会

新
見
高
校
か
ら
の
陳

情
を
審
査
、
採
択

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
２
月

21
日
、
３
月
８
日
、
19
日
に
開
催

し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

付
託
事
件
の
審
査

【
議
案
の
部
】

　
付
託
さ
れ
た
条
例
12
件
、
議
案

３
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主

街灯設置の状況
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し
た
。
本
市
の
現
状
や
先
行
自
治

体
へ
の
調
査
に
基
づ
く
公
営
塾
開

設
の
具
体
的
な
手
法
を
示
し
、
民

業
圧
迫
に
配
慮
し
た
民
営
塾
と
公

営
塾
の
住
み
分
け
に
も
言
及
し
た

内
容
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
学
力

向
上
の
み
な
ら
ず
、
子
育
て
支
援

や
人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な
が
る

政
策
と
し
て
大
い
に
検
討
す
る
意

義
が
あ
る
と
し
て
、
全
会
一
致
で

採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

産 業 建 設
常 任 委 員 会

哲
多
町
荻
尾
・
矢
戸

の
県
道
と
市
道
の
路

線
変
更

付
託
事
件
の
審
査

○
審
査
内
容
…
条
例
第
23
号
か
ら

第
25
号
の
３
件
と
議
案
第
１
号
の

計
４
議
案
に
つ
い
て

　
３
月
11
日
に
審
査
を
行
い
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主

な
質
疑
や
議
案
説
明
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
議
案
第
23
号　
新
見
市
営
単
独

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

委
員
問　
対
象
と
な
る
市
営
住

宅
（
す
ず
ら
ん
ハ
イ
ツ
）
を
廃
止

す
る
条
例
で
あ
る
が
、
根
拠
と
な

る
住
宅
の
状
態
と
今
後
の
入
居
見

込
み
は
。

答
弁　
当
住
宅
の
裏
に
は
山
が

控
え
進
入
路
は
川
を
渡
る
細
い
橋

で
あ
り
、
大
雨
が
降
る
と
非
常
に

危
険
な
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
入

居
者
も
退
居
さ
れ
て
お
り
、
関
係

団
体
と
の
協
議
で
も
入
居
希
望
は

な
か
っ
た
。
駐
車
場
も
な
く
、
一

般
市
民
に
も
募
集
で
き
な
い
状
況

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
条
例
第
27
号　
新
見
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
諸
物
価
高
騰
の
中
、
介
護
保
険

料
の
月
額
基
準
額
を
増
額
す
べ
き

で
は
な
い
と
し
て
反
対
討
論
の
発

言
も
あ
り
ま
し
た
が
、
挙
手
に
よ

る
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

●
議
案
第
３
号　
国
際
貢
献
大
学

校
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
国
際
貢
献
大
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
令
和
６
年
度
末
を

も
っ
て
分
娩
対
応
を
廃
止
す
る
こ

と
は
、
子
育
て
支
援
を
重
要
政
策

と
し
て
取
り
組
む
本
市
に
と
っ
て

大
変
遺
憾
で
あ
る
も
の
の
、
出
生

数
の
急
激
な
増
加
は
見
込
め
な
い

中
、
や
む
を
得
な
い
苦
渋
の
決
断

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
が
子
育
て

世
代
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
ア
ピ
ー

ル
と
な
ら
な
い
よ
う
、
分
娩
対
応

の
廃
止
よ
る
指
定
管
理
料
の
減
額

分
を
原
資
と
し
、
出
産
、
育
児
支

援
策
の
充
実
を
求
め
る
附
帯
決
議

を
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
反

対
討
論
の
発
言
は
な
く
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
請
願
・
陳
情
の
部
】

●
陳
情
第
12
号　
公
的
年
金
の
削

減
中
止
と
物
価
上
昇
に
見
合
う
年

金
支
給
額
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

　
12
月
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
陳
情
第
12
号
に
つ

い
て
は
、
年
金
受
給
者
の
厳
し
い

生
活
実
態
を
考
慮
し
て
採
択
す
べ

き
と
の
賛
成
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
制
度

を
維
持
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
で
あ
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
必
要
性
を
軽
々
に
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

願
意
は
十
分
に
理
解
す
る
も
の
の
、

趣
旨
採
択
が
相
当
と
の
意
見
が
多

く
、
挙
手
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

趣
旨
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

●
陳
情
第
13
号　
公
営
塾
開
設
に

つ
い
て
の
陳
情

　
陳
情
第
13
号
に
つ
い
て
趣
旨
説

明
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま

新
見
高
等
学
校
普
通
科
２
年
生
の

生
徒
２
名
が
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
、

委
員
会
で
陳
情
の
趣
旨
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

（
）
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答
弁　
商
品
化
や
メ
ニ
ュ
ー
化

を
進
め
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
も
加
え
た
り
し
な
が
ら
、

広
く
ジ
ビ
エ
消
費
を
促
し
て
い
き

た
い
。

執
行
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

付
託
事
件
の
審
査
１

●
予
算
第
１
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
一
般
会
計
予
算
（
２
５
７
億

５
７
４
３
万
円
）

●
予
算
第
２
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
診
療
所
特
別
会
計
予
算
（
１

億
５
９
４
９
万
円
）

●
予
算
第
３
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

で
あ
る
。

●
議
案
第
１
号　
市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て　

議
案
説
明
　
哲
多
町
矢
戸
及
び

荻
尾
の
市
道
と
県
道
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
県
と
市
の
相
互
移
管

を
行
う
た
め
市
道
の
路
線
を
変
更

す
る
。

（
１
）荻
尾
地
内
の
広
域
農
道（
約

３
・
８
ｋｍ
）
と
市
道
吉
清
線
（
約

１
６
０
ｍ
）
は
、
県
道
北
房
井
倉

哲
西
線
と
し
て
県
へ
移
管
す
る
。

（
２
）
矢
戸
地
内
か
ら
荻
尾
地
内

を
結
ぶ
旧
県
道
は
、

①�

市
道
宇
兎
舂
（
お
と
う
す
）
線

へ
の
移
管
区
間（
約
３
０
０
ｍ
）

②�

林
道
へ
の
移
管
区
間

　
（
約
７
７
０
ｍ
）

③�

県
道
と
し
て
継
続
す
る
区
間

（
無
明
谷
の
矢
戸
地
内
進
入
禁

止
区
域
・
約
１
・
３
ｋｍ
）

に
３
分
割
し
て
そ
れ
ぞ
れ
市
と
県

が
管
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
問　
無
明
谷
の
県
道
区
間

に
つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は
。

答
弁　
当
該
区
間
に
つ
い
て
は

現
在
も
通
行
止
め
で
あ
り
、
今
後

も
通
行
止
め
区
間
と
い
う
こ
と
で

県
が
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

報
告
事
項
に
つ
い
て

　
執
行
部
か
ら
の
主
な
報
告
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
農
業
畜
産
振
興
課
…
ふ
る
さ
と

新
見
応
援
基
金
を
活
用
し
、
ジ
ビ

エ
加
工
品
レ
シ
ピ
製
作
事
業
を

行
っ
た
。
去
る
２
月
15
日
木
曜
日

に
は
、
レ
シ
ピ
の
完
成
試
食
会
を

実
施
し
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
ハ
ム
や

イ
ノ
シ
シ
肉
を
煮
込
ん
だ
イ
タ
リ

ア
の
伝
統
料
理
な
ど
が
提
供
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
が

高
尾
地
内
に
整
備
し
て
い
た
リ
ン

ド
ウ
選
花
場
が
完
成
し
、
２
月
27

日
に
完
成
検
査
を
行
っ
た
。
国
・

県
・
市
が
支
援
し
、
建
屋
と
自
動

選
花
機
３
機
、
予
冷
庫
、
選
花
設

備
を
整
備
し
た
。

委
員
問　
ジ
ビ
エ
を
商
品
化
し
、

そ
れ
ら
の
商
品
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
を
可
決　
予
算
執
行
に
厳
し
い
指
摘
も

予
算
決
算

常
任
委
員
会

●
商
工
観
光
課
…
い
ぶ
き
の
里
ス

キ
ー
場
圧
雪
車
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
な
運
転
日
誌
の
確
認
や
聞
き

取
り
調
査
な
ど
、
折
に
触
れ
て
適

切
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

３
系
統
の
リ
フ
ト
は
、
夏
山
利
用

の
認
可
を
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

令
和
３
年
に
な
っ
て
報
告
さ
れ
て

い
る
。
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
ス

キ
ー
場
利
活
用
に
つ
い
て
、
提
案

内
容
の
一
部
で
も
実
施
さ
れ
る
よ

う
引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
協
議

し
た
い
。

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
３
月

13
日
、
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

各
議
案
に
つ
い
て
、
反
対
討
論
の

発
言
は
な
く
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
た
だ
、
補
正
予
算
の

審
査
の
中
で
、
複
数
の
委
員
か
ら
、

予
算
の
不
用
額
の
発
生
に
つ
い
て
、

厳
し
い
意
見
や
指
摘
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
、

認
め
た
予
算
な
の
で
、
し
っ
か
り

今も通行止めの県道

新しいJAリンドウ選花場
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主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
問　
移
動
式
投
票
の
対
象

と
な
る
選
挙
費
と
設
置
場
所
は
。

答
弁　
市
長
選
挙
費
、
県
知
事

選
挙
費
で
あ
り
、
高
校
、
大
学
、

健
康
の
森
学
園
で
あ
る
。

委
員
問　
空
き
家
活
用
推
進
事

業
補
助
金
の
４
０
４
０
万
円
の
積

算
は
。

答
弁　
購
入
10
件
で
上
限
２
０

０
万
円
、
改
修
10
件
で
上
限
３
０

０
万
円
、
家
財
整
理
２
件
で
上
限

20
万
円
の
合
計
22
件
を
見
込
ん
で

い
る
。

委
員
問　
地
域
バ
ス
対
策
費
の

車
両
購
入
費
９
０
０
万
円
の
内
容

は
。答弁　

大
佐
地
域
で
実
証
運
行

し
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
車
両
、

３
台
分
の
購
入
費
で
あ
る
。

委
員
問　
デ
ジ
タ
ル
推
進
費
で

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
の
効
果
は
。

答
弁　
双
方
向
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
道

路
損
傷
個
所
の
連
絡
な
ど
情
報
発

信
に
有
効
と
考
え
る
。

調
査
事
件
に
つ
い
て

委
員
問　
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の

公
園
の
タ
イ
ヤ
遊
具
の
補
修
は
し

な
い
の
か
。

答
弁　
タ
イ
ヤ
の
規
格
が
特
別

な
も
の
で
あ
り
、
す
ぐ
に
調
達
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
。
遊
具
自
体

に
危
険
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

使
用
禁
止
の
措
置
を
と
っ
て
い
る

が
、
早
急
に
今
後
の
方
向
性
を
決

定
し
対
応
し
た
い
。

委
員
問　
残
土
処
分
場
適
地
選

定
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
向
性

は
。
ま
た
、
県
道
新
見
勝
山
線
ト

ン
ネ
ル
工
事
か
ら
出
る
残
土
の
処

分
方
針
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

答
弁　
残
土
置
き
場
が
数
か
所

得
ら
れ
る
よ
う
確
保
に
努
め
た
い
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
は
、
６
万

㎥
の
見
込
み
で
あ
り
、
金
谷
地
区

の
嵩
上
げ
に
使
用
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
県
と
協
議
し
て
い
る
。

算
（
33
億
８
５
０
６
万
１
千
円
）

●
予
算
第
４
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

（
47
億
６
７
５
３
万
１
千
円
）

●
予
算
第
５
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算（
６
億
５
７
２
１
万
６
千
円
）

●
予
算
第
６
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算

（
７
４
７
０
万
９
千
円
）

●
予
算
第
７
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
萬
歳
財
産
区
特
別
会
計
予
算

（
78
万
８
千
円
）

●
予
算
第
８
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
水
道
事
業
会
計
予
算

●
予
算
第
９
号　
令
和
６
年
度
新

見
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

付
託
事
件
の
審
査
２

●
予
算
第
10
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）

●
予
算
第
11
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

●
予
算
第
12
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

●
予
算
第
13
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

●
予
算
第
14
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
予
算
第
15
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

●
予
算
第
16
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
豊
永
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

●
予
算
第
17
号　
令
和
５
年
度
新

見
市
萬
歳
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

こ
の
う
ち
、
予
算
第
１
号
新

見
市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で

は
、
新
見
千
屋
温
泉
い
ぶ
き
の
里

施
設
管
理
委
託
料
（
２
９
９
２
万

円
）
に
つ
い
て
、
昨
年
の
附
帯
決

議
を
踏
ま
え
た
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
複
数
の
委
員
か
ら
、
な
お
一

層
の
営
業
努
力
を
指
定
管
理
者
に
、

集
客
を
図
る
た
め
の
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
執

行
部
に
そ
れ
ぞ
れ
厳
し
く
求
め
る

意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務

管
理
費
の
情
報
通
信
施
設
整
備
に

係
る
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約
の
更
新
に
つ
い

て
、
将
来
の
方
向
性
を
示
す
よ
う

指
摘
し
ま
し
た
。

移動期日前投票所の実施検証の様子
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活
動
費
も
５
万
円
（
同
３
万
円
）

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
１
年
間
の
時
限
措

置
と
し
て
、
令
和
６
年
度
の
６
月

と
12
月
支
給
の
期
末
手
当
を
１
・

５
カ
月
か
ら
１
・
65
カ
月
に
改
定

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

議員のなり手不足
検討特別委員会

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
、

議
員
報
酬
を
協
議
し
、

決
定
し
ま
し
た

主
な
協
議
事
項

　
３
月
12
日
に
議
員
の
な
り
手
不

足
検
討
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
12
月
定
例
会
で
報
酬
を
上

げ
る
方
向
性
を
示
し
、
令
和
６
年

２
月
の
議
会
だ
よ
り
で
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
３
組
（
６
人
）
の

方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
容
は
「
議
員
の
な
り
手

不
足
は
報
酬
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
報
酬
を
改
定
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
若
者
や
子
育
て
中
の
議
員
に

は
高
い
報
酬
を
、
年
配
の
議
員
は

低
く
抑
え
る
な
ど
の
年
齢
で
報
酬

額
を
変
え
る
方
法
を
検
討
す
べ

き
」「
物
価
上
昇
し
て
も
年
金
は

上
が
ら
な
い
、
水
道
、
下
水
道
料

金
も
上
が
る
中
、
な
ぜ
議
員
だ
け

上
げ
る
の
か
」「
報
酬
が
36
万
だ

と
い
う
理
由
で
立
候
補
を
思
い
つ

く
人
が
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

若
者
に
熱
い
思
い
を
沸
か
せ
、
憧

れ
る
に
値
す
る
議
会
活
動
を
行
っ

て
ほ
し
い
」（
要
約
）
な
ど
の
意

見
を
元
に
慎
重
に
協
議
を
行
な
っ

た
結
果
、
次
期
改
選
後
か
ら
月
額

報
酬
36
万
円
（
現
33
万
円
）、
議

長
45
万
５
千
円
（
同
42
万
５
千

円
）、
副
議
長
38
万
５
千
円
（
同

35
万
５
千
円
）
に
改
定
し
、
政
務

議会親子傍聴室をご利用ください

市議会だより第24号（２月１日発行）の訂正とお詫び

　
新
見
市
議
会
で
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
議
会
を
傍
聴
で
き
る

よ
う
「
議
会
親
子
傍
聴
室
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
気
兼
ね
な
く
傍
聴
い
た
だ
け
る
よ
う
、
議

場
と
は
別
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
モ
ニ
タ
ー
で
会
議
の
様
子
を

傍
聴
で
き
ま
す
。

⃝
利
用
可
能
日

　
本
会
議
が
開
催
さ
れ
る
日

⃝

対
象
者

　

�　
乳
幼
児
及
び
児
童
並
び
に
そ
の

保
護
者
や
引
率
者
・
議
場
で
の
傍

聴
が
困
難
な
方
及
び
そ
の
付
き
添

い
の
方

⃝

利
用
の
仕
方

　

�

傍
聴
の
当
日
、
傍
聴
受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

⃝

設
備

　
お
む
つ
交
換
台
（
ベ
ビ
ー
ベッ
ド
）・
ソ
フ
ァ
ー
・
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子

⃝

そ
の
他

　
・
調
乳
の
た
め
に
お
湯
が
必
要
な
方
は
、お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
・
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

にいみ市議会だより第24号（令和６年２月１日発行）において、下記のとおり誤りがありました。
訂正するとともに深くお詫び申し上げます。今後、チェック体制の強化に取り組んでまいります。

（訂正箇所）
●Ｐ11　２段目の10行目

●Ｐ21　１段目の16行目
  （峠田議員の一般質問）

誤）（略）次期改選後から現在の報酬33万円、政務活動費３万円を報
酬36万円、政務活動費５万円に改めることにし、（略）

正）（略）次期改選後から現在の報酬33万円を36万円、政務活動費３
万円を５万円に改めることにし、（略）

誤）　水稲生産者へ市独自の支援をどのように行っていくのか。
正）　不足する後継者の育成についてどのような事業を行っているか。
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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
令
和

６
年
１
月
31
日
と
２
月
１
日
に
滋

賀
県
彦
根
市
、
京
都
府
京
都
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

彦
根
の
子
ど
も
議
会

　
１
日
目
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
が

取
り
組
ん
で
い
る「
子
ど
も
議
会
」

に
つ
い
て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
議
会
」
は
、
小
学
生

が
政
治
へ
の
関
心
を
深
め
、
社
会

参
画
へ
の
意
欲
を
培
い
、
保
護
者

に
市
議
会
や
行
政
の
取
組
を
よ
り

身
近
な
も
の
と
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
の
小
学
６
年
生

で
、
最
大
24
人
と
し
、
執
行
部
、

教
育
委
員
会
、
議
会
の
三
者
共
催

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
（
夏
休
み
中
）
に
事
前
研

修
と
し
て
、
質
問
の
仕
方
及
び
質

問
書
の
作
成
方
法
の
説
明
後
、
質

問
内
容
を
決
定
し
、
質
問
を
作
成

す
る
。
開
会
１
週
間
前
に
リ
ハ
ー

サ
ル
を
実
施
し
、
11
月
の
本
番
当

日
は
、
１
グ
ル
ー
プ
８
人
の
３
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
１
人
５
分
で
質

問
す
る
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
議
員
の
親
や
兄
弟
・
親
戚

も
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
、
議
会

や
市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
場
開
放
の
取
組
と
し

て
は
、「
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
」、
議

会
広
聴
の
強
化
と
し
て
の
「
出

張
！
議
会
広
聴
の
日
」、「
大
学
と

の
連
携
」
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

京
都
の
親
子
ふ
れ
あ
い
議
場

見
学
会
・
子
ど
も
議
場
見
学

　
２
日
目
は
、
京
都
府
京
都
市
議

会
で
開
催
し
て
い
る
「
親
子
ふ
れ

あ
い
議
場
見
学
会
」
と
、
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
議
場
を
見
学
す

る
「
子
ど
も
議
場
見
学
」
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。

　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
議
場
見
学
会
」

は
、
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
例
年
11
月
上
旬
に
午
前
・
午

後
の
２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
各

25
組
が
90
分
間
見
学
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
46
組
１
１
２

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
集
合

写
真
撮
影
、
議
会
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ

配
布
、
次
回
以
降
の
見
学
会
に
生

か
す
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
概
ね
好
評
の
回
答
を
得
て
い

ま
す
。

　
「
子
ど
も
議
場
見
学
」
は
、
市

内
在
住
の
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
及
び
中
学
生
を
対
象
に
実
施
さ

れ
、
学
校
の
社
会
科
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
学
ぶ
時
期
に
合
わ
せ
、
随
時

実
施
さ
れ
て
お
り
、
約
60
分
、
50

人
程
度
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
11
校
、
３
３
３

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
、
開
か
れ
た
議

会
の
施
策
と
し
て
の
「
子
ど
も
議

会
」
と
「
親
子
ふ
れ
あ
い
議
場
見

学
」
と
い
う
小
学
生
が
政
治
へ
の

関
心
を
深
め
、
社
会
参
画
へ
の
意

欲
を
培
い
、
保
護
者
に
市
議
会
や

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

行
政
の
取
組
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
機
会
を
提
供
す

る
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る

市
議
会
へ
の
視
察
研
修
で
あ
り
、

新
見
市
議
会
と
し
て
も
「
開
か
れ

た
市
議
会
」
へ
の
取
組
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

総
務
消
防
常
任
委
員
会

　

総
務
消
防
常
任
委
員
会
で
は
、

令
和
６
年
１
月
22
日
か
ら
23
日
の

２
日
間
に
か
け
て
、
滋
賀
県
守
山

市
と
草
津
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

守
山
の
ま
ち
づ
く
り

　
１
日
目
は
、
琵
琶
湖
に
隣
接
し

て
お
り
、
人
口
が
毎
年
増
え
て
い

る
守
山
市
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

面
積
は
約
56
㎢
（
新
見
市
の
14
分

子ども議会の視察研修の様子
（彦根市）

子ども議場見学等の視察研修の様子
（京都市）
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の
１
）、
人
口
は
約
８
万
５
千
人

（
新
見
市
の
３
倍
）
で
す
。

　
ま
ず
は
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
守

山
市
で
は
、
人
口
が
年
間
５
０
０

～
６
０
０
人
増
加
し
て
い
る
が
、

移
住
者
が
な
か
な
か
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
く
れ
ず
、
状
況
を
い

か
に
改
善
し
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
る
よ
う
で
し
た
。
市
内
の
自
治

会
加
入
率
は
、
90
％
と
高
い
数
字

で
あ
り
、「
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
、
市
民
参
加
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
活
動

団
体
の
支
援
な
ど
特
色
あ
る
環
境

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
が
主
体
的
に
市
政
に
参
画

す
る
機
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

市
民
と
と
も
に
「
子
育
て
す
る
な

ら
守
山
」、「
住
む
な
ら
守
山
」、「
働

く
な
ら
守
山
」、「
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
の
政
策
の

実
現
に
努
め
て
お
り
、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
、
自
分
た
ち
が
創
ろ
う
」
と
い

う
自
治
精
神
を
持
つ
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
新

見
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
施
策
と
捉
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
近
年
建
設
さ
れ
た
新
し

い
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
新
し

い
市
役
所
庁
舎
で
は
、
職
員
は
衣

服
の
軽
装
化
で
１
年
を
と
お
し
て

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
す
。
ま
た
、
新

庁
舎
の
供
用
に
合
わ
せ
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
徹
底
や
庁
舎
内
の

固
定
電
話
を
廃
止
し
、
携
帯
化
す

る
な
ど
の
働
く
環
境
の
改
革
も
進

ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
に
開
館
さ
れ

た
北
部
図
書
館
「
本
の
湖
」
で
は
、

多
世
代
に
お
け
る
住
民
交
流
の
拠

点
と
し
て
近
隣
に
は
、
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
な

ど
が
あ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
図

書
館
の
２
階
に
は
テ
ラ
ス
も
あ
り
、

天
気
の
良
い
日
に
は
、
外
で
本
が

読
め
る
環
境
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
９
月
に
新
築
さ
れ
た
、

も
り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク
環
境
セ
ン

タ
ー
で
は
、
熱
回
収
施
設
の
１
日

の
処
理
能
力
が
71
ト
ン
で
、
全
国

的
に
見
れ
ば
小
規
模
な
施
設
で
す

が
、
ゴ
ミ
の
焼
却
に
伴
っ
て
生
じ

る
熱
を
利
用
し
高
温
高
圧
の
蒸
気

で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
を
行

い
、
全
国
最
高
水
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
収
率
18
・
５
％
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
発
電
で
得
ら
れ
た
電
気
は
、

施
設
全
体
の
電
気
を
賄
い
、
余
剰

分
は
電
力
会
社
に
売
電
し
、
タ
ー

ビ
ン
排
熱
は
交
流
拠
点
施
設
の
温

水
プ
ー
ル
へ
熱
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
た
だ
燃
や

す
だ
け
で
な
く
焼
却
熱
を
利
用
し

て
の
発
電
施
設
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
と
感
じ
ま
し
た
。

草
津
の
ま
ち
づ
く
り

　
２
日
目
に
は
、
近
畿
圏
で
の
住

み
よ
さ
で
２
０
１
３
～
２
０
１
７

年
の
５
年
間
連
続
１
位
の
草
津
市

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。
面
積
は

約
68
㎢
（
新
見
市
の
12
分
の
１
）、

人
口
は
約
14
万
人（
新
見
市
の
５・

３
倍
）
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
市
民
と
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
公

益
財
団
法
人
草
津
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
団
等
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
市
民
協
働
の
取
組
と
し
て
、
事

業
団
は
、
草
津
市
の
１
０
０
％
出

資
の
財
団
法
人
で
あ
り
、
草
津
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
規
定

さ
れ
て
い
る
中
間
支
援
組
織
に
指

定
さ
れ
、
市
の
協
働
の
取
組
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
団
体
で

す
。

　
協
働
事
業
、
情
報
受
発
信
、
ま

ち
づ
く
り
相
談
、
人
材
育
成
、
活

動
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
へ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

運
営
や
会
計
・
税
務
・
労
務
等
の

サ
ポ
ー
ト
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
さ

つ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、

北部図書館「本の湖」の視察研修の様子
（守山市）

もりやまエコパーク環境センターの
視察研修の様子（守山市）
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子
育
て
世
代
に
対
し
て
、
親
に
な

る
方
法
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
、

す
べ
て
の
世
代
の
人
と
人
が
繋
が

る
場
所
や
仕
組
み
を
社
会
に
つ
く

り
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
大
人
と

子
供
も
夢
を
持
ち
実
現
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
図
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
２
日
間
の
視
察
を
通
し

て
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
、
自
分
た
ち
が

創
ろ
う
」
と
い
う
自
治
精
神
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
意
識
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
様
々
な
支
援

を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今

回
の
視
察
で
得
た
知
識
を
踏
ま
え
、

新
見
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
発
展
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

６
月
定
例
会（
予
定
）

６月
17日
（月）
本
会
議

開
会

21日
（金）
本
会
議
・
一
般
質
問
・
議
会
運

営
委
員
会

24日
（月）
本
会
議
・
一
般
質
問

25日
（火）
本
会
議
（
予
備
日
）

26日
（水）
総
務
消
防
常
任
委
員
会

27日
（木）
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

28日
（金）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

７月
１日
（月）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

２日
（火）

Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
利
用
促
進
・

存
続
問
題
検
討
特
別
委
員
会

議
員
の
な
り
手
不
足
検
討
特
別

委
員
会

３日
（水）
議
会
広
報
特
別
委
員
会

４日
（木）
委
員
会
（
予
備
日
）

５日
（金）
議
会
運
営
委
員
会

８日
（月）
本
会
議

閉
会

にいみ市議会だよりの表紙写真を募集しています。（縦または横写真）
応募者ご本人が新見市内で撮影された写真のうち、未発表のものが対象です。
にいみ市議会だより発行の５月、８月、11月、２月の１か月前を締切とし、
１人５点以内とします。

▼応募方法
①応募者の氏名、②住所、③電話番号、④撮影場所を明記のうえ、
写真のデータ（８ＭＢ以内）をメール：「gikai@city.niimi.
lg.jp」までお送りいただくか、写真やデータ等を、〒718-8501 
新見市新見310-3　新見市議会事務局までお送りください。

▼注意事項
　・表紙写真に採用された方にはご連絡を差し上げます。
　・ご応募いただいた写真やデータ等は返却しません。
　・肖像権、登録商標の無断転用、著作権の侵害等に関しては、
　　応募者ご本人よりご確認ください。これらのトラブルには
　　新見市議会は一切の責任を負いません。

にいみ市議会だよりの表紙写真を募集しています

草津市コミュニティ事業団への
視察研修の様子（草津市）
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ン
サ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
市

内
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

れ
を
踏
ま
え
、
外
国
人
観
光
客
の

誘
客
を
促
す
Ｗ
ｅ
ｂ
や
雑
誌
の
撮

影
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
県
や
民

間
団
体
と
連
携
し
効
果
的
な
情
報

発
信
に
努
め
た
い
。

問　
市
内
在
住
外
国
人
の
協
力
を

得
て
、
バ
ス
で
市
内
を
巡
り
、
新

見
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
し
て
も

ら
う
事
業
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。

答　
外
国
人
視
点
で
の
新
見
の
魅

力
発
信
に
つ
な
が
る
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
企
画
し
て
い
き
た
い
。

問　
大
き
な
荷
物
で
移
動
す
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ
に
関
連
し
、

新
見
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
の
進

捗
状
況

を
聞
き

た
い
。

「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
流

れ
を
変
え
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

客
を

問　
施
政
方
針
に
外
国
人
旅
行
者

誘
客
へ
の
言
及
が
な
い
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
取
り
込
み
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

答　
本
市
の
観
光
振
興
を
図
る
上

で
重
要
と
考
え
て
い
る
。
令
和
５

年
度
は
高
梁
川
流
域
連
携
で
、
台

湾
に
影
響
力
の
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ

3月
定例会

一
般
質
問

答　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
利
便
性
や
経

済
性
な
ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
想

定
し
実
務
者
協
議
を
重
ね
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
方
向
性
が
共
有
で

き
た
。
現
在
、
具
体
化
に
向
け
レ

イ
ア
ウ
ト
や
事
業
費
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

人
口
減
少
問
題
対
策
会
議
の
復

活
を

問　
令
和
元
年
度
廃
止
の
産
官
学

金
言
に
よ
る
「
人
口
減
少
問
題
対

策
会
議
」
に
つ
い
て
、
対
策
と
実

行
に
軸
足
を
置
い
た
会
議
と
し
て

復
活
し
て
は
ど
う
か
。

答　
官
民
が
連
携
し
て
人
口
減
少

対
策
を
検
討
、
推
進
す
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
お
り
、
会
議
の
組

織
や
役
割
を
研
究
し
た
い
。

「
新
見
未
来
創
生
戦
略（
八
策
）」

提
案
へ
の
所
感
は

問　
地
域
資
源
を
活
か
し
未
来
を

切
り
拓
く
八
策
の
所
感
を
聞
き
た

い
。（
う
ち
「
未
来
産
業
に
か
け

て
み
よ
う
」
と
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

を
創
ろ
う
」
へ
の
所
感
を
載
録
し

ま
す
。）

答　

太
陽
光
発
電
廃
パ
ネ
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
装
置
を
開
発
し
た
市
内

（議員紹介）

仲な
か　

田だ　

芳よ
し　

人と

（
会
派
）
み
ん
な
の
に
い
み

代
表
質
問

事
業
所
は
承
知
し
て
い
る
。
事
業
が

具
体
化
さ
れ
、
必
要
な
支
援
が
あ

れ
ば
既
存
制
度
も
含
め
対
応
し
た

い
。
ま
た
、
本
市
は
脱
炭
素
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
観
点
で
連
携
し

た
取
組
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
は
、
高
額
単
価

で
Ａ
級
食
材
を
提
供
し
宿
泊
可
能

な
施
設
で
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

受
け
入
れ
の
強
み
に
な
る
。
商
工

団
体
と
も
連
携
し
情
報
収
集
し
た

い
。市

民
活
動
の
中
間
支
援
組
織
創

設
を

問　
非
営
利
公
益
的
活
動
を
広
げ

る
た
め
、
自
治
意
識
を
育
み
、
市

民
団
体
活
動
を
支
え
る
「
中
間
支

援
組
織
」
を
創
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
地
域
運
営
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
で
人
材
育
成
な
ど
を
研
修

し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
や
手
段
を
活
用
し
人
材
育
成
に

努
め
た
い
。

　
こ
の
他
、
生
徒
の
望
む
新
見
高

校
部
活
の
創
設
支
援
、
地
域
学
、

適
正
な
職
員
数
な
ど
を
質
し
ま
し

た
。

津山駅のエレベーター
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教
育
の
成
果
と
方
針
は

問　
幼
児
教
育
の
取
組
の
方
向
性

は
。

答　
幼
児
教
育
は
学
校
教
育
の
基

礎
を
培
う
上
で
も
大
変
重
要
な
時

期
と
捉
え
て
い
る
。「
新
見
市
保

育
・
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策

定
し
保
育
と
教
育
で
統
一
し
た
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
保
育
・
教
育

の
一
貫
体
制
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

問　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
成

果
と
今
後
の
方
針
は
。

答　

特
別
支
援
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
を
核
に
、
就
学
前
か
ら
の
一

貫
し
た
支
援
体
制
や
小
中
学
校
の

授
業
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。
研

修
を
充
実
し
教
職
員
の
指
導
力
向

上
と
共
生
社
会
の
実
現
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

地
震
災
害
の
備
え
は

問　
災
害
支
援
の
基
本
的
な
方
針

は
。

答　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
人
や
物
資
の
支
援
を
行
う
。
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
考
え
て
い

な
い
。

問　
被
災
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
の
方
針
は
。

答　
市
営
住
宅
の
提
供
や
生
活
必

需
品
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
や
医

療
支
援
体
制
は
十
分
か
。

答　
県
内
各
自
治
体
と
も
災
害
時

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、
相
互

に
収
容
や
施
設
の
提
供
を
行
う
体

制
が
で
き
て
い
る
。
県
に
お
い
て

も
、Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
：

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
な
ど
を

派
遣
す
る
緊
急
医
療
体
制
が
で
き

て
い
る
。

市
内
経
済
の
行
方
は

問　
市
内
企
業
へ
の
新
規
就
職
の

状
況
と
新
規
就
職
者
確
保
の
方
針

に
つ
い
て
は
。

答　
市
内
の
高
校
生
の
新
規
就
職

者
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

が
28
名
、
令
和
４
年
度
が
19
名
、

令
和
５
年
度
が
14
名
で
あ
っ
た
。

　

新
規
就
職
者
確
保
に
向
け
て
、

ふ
る
さ
と
定
住
支
援
金
・
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
・
合
同
就
職

フ
ェ
ア
・
Ｗ
ｅ
ｂ
版
市
内
企
業
ガ

イ
ド
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

問　
市
内
平
均
給
与
水
準
引
き
上

げ
に
つ
い
て
本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
努
力
に
加

え
、
市
内
経
済
を
循
環
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

民
間
に
お
け
る
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
に
関
し
て
も
、
経
済
振
興
に
つ

な
が
る
話
な
の
で
市
も
参
画
し
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡お
か　

崎ざ
き　

裕ひ
ろ　

生お

（会派）
みんなの
にいみ

個
人
質
問

遊びの中で成長する子ども達

問　
学
力
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

答　
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
は
、

教
科
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
に
役
立
て
る
調
査
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
授
業
改
善
に
努
め
て

い
き
た
い
。

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
か

ら
は
、
土
日
・
休
日
運
行
や
利
用

時
間
の
拡
大
を
求
め
る
声
も
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

答　
運
行
日
や
運
行
時
間
の
拡
大

は
、
運
転
手
の
確
保
の
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
地
域
で
の

運
行
を
開
始
し
た
後
に
、
検
討
し

た
い
。

問　
タ
ク
シ
ー
券
は
、
申
請
希
望

者
が
多
い
場
合
、
早
い
者
勝
ち
に

西に
し　

川か
わ　

照て
る　

雄お

（会派）
みんなの
にいみ
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問　
み
ど
り
の
券
売
機
の
設
置
で

窓
口
業
務
は
終
了
す
る
が
、
ど
の

よ
う
な
影
響
が
想
定
さ
れ
る
か
。

答　
駅
員
ま
た
は
オ
ペ
レ
ー
タ
の

対
応
が
あ
り
大
き
な
影
響
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
高
梁
市
は
２
年
前
に
券
売
機

が
設
置
さ
れ
機
器
の
操
作
が
上
手

に
で
き
な
い
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
指

示
内
容
が
理
解
で
き
な
い
、
駅
員

が
い
て
も
手
助
け
し
て
も
ら
え
な

い
状
況
が
あ
り
、
電
車
に
乗
り
遅

れ
る
人
が
い
る
と
聞
く
が
承
知
し

て
い
る
か
。

答　
詳
し
く
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
利
用
者
に
対
し
丁
寧
に
対
応

し
て
も
ら
う
よ
う
要
請
す
る
。

問　
券
売
機
の
設
置
で
駅
員
の
体

制
が
減
る
こ
と
は
無
人
化
へ
の
布

石
で
は
な
い
か
。
無
人
化
に
し
な

い
よ
う
要
請
し
て
欲
し
い
。

答　
利
用
者
に
不
利
益
が
無
い
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
方
針
か
。

答　
令
和
５
年
度
の
助
成
対
象
者

を
４
０
０
人
と
し
て
い
た
が
、
令

和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
６
０
０

人
分
の
事
業
費
を
計
上
し
て
お
り
、

希
望
さ
れ
る
方
に
届
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問　
新
た
に
設
け
る
住
民
組
織
に

よ
る
無
償
移
送
サ
ー
ビ
ス
支
援
制

度
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
買
い
物
や
通
院
等
の
移
送
サ

ー
ビ
ス
を
無
償
で
行
う
住
民
組
織

に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

問　
運
行
経
費
を
継
続
的
に
支
援

す
る
の
か
。
保
険
の
負
担
や
事
故

が
あ
っ
た
際
の
責
任
の
所
在
は
。

答　
助
成
の
期
間
な
ど
制
度
内
容

は
、
こ
れ
か
ら
詳
細
に
検
討
す
る
。

助
成
対
象
は
、
車
両
リ
ー
ス
料
、

燃
料
代
、
人
件
費
、
保
険
料
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

問　
新
見
市
地
域
公
共
交
通
計
画

の
基
本
目
標
に
自
動
運
転
や
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
は
、
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
。
自
動
運
転
実
証
実
験
も
行

い
な
が
ら
、
な
ぜ
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
の
か
。

答　
実
証
実
験
の
課
題
整
理
や
調

整
を
行
い
、
長
期
実
験
を
経
て
、

社
会
実
装
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
は
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
時
に
具
体
的
な
取
組
な
ど
を

想
定
し
難
い
段
階
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
基
本
目
標
に
含
め
て
い
な

い
。

問　
自
動
運
転
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
に
値
し

な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
。

答　
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

不
足
解
消
と
、
市
民
の
移
動
手
段

の
確
保
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と

認
識
し
て
い
る
が
、
国
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。

問　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
エ
リ
ア
を

跨
ぐ
移
動
に
つ
い
て
の
課
題
に
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
要
望
も
承
知
し
て
い
る
が
、

事
業
者
の
運
行
可
能
範
囲
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
て
の
地
域
に
導
入

し
た
後
に
検
討
し
た
い
。

新
見
駅
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
計
画
の
具

体
的
な
案
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
と
市
で
レ
イ
ア
ウ
ト
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
色
々
な
案

を
検
討
中
で
完
成
の
時
期
は
今
示

せ
な
い
。

問　
事
業
費
の
規
模
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

答　
委
託
先
と
協
議
中
で
今
は
示

せ
な
い
。
令
和
６
年
度
中
に
は
先

方
か
ら
計
画
が
示
さ
れ
、
再
度
協

議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
早
期

の
実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

市内を運行する乗合タクシー

橋は
し　

本も
と　

亨き
ょ
う　

子こ

日本
共産党

みどりの券売機（新見駅）
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医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て

問　
精
神
障
害
者
へ
の
市
独
自
の

医
療
費
助
成
対
象
を
１
級
の
み
と

し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
現
在
の
医
療
費
助
成
制
度
に

よ
る
３
障
害
の
公
平
性
を
考
え
た
。

問　
65
歳
以
降
に
障
害
者
認
定
を

受
け
た
方
へ
の
公
費
負
担
の
適
用

は
で
き
な
い
か
。

答　
申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
の
対
象
と
な
り
心
身
障
害
者
医

療
制
度
と
同
程
度
の
負
担
と
な
る

た
め
、
公
費
負
担
の
対
象
と
し
て

い
な
い
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
整
備
の
拡
充
に
つ
い
て

問　
産
後
の
ケ
ア
体
制
の
拡
充
を
。

答　
産
後
ケ
ア
入
院
事
業
な
ど
市

内
産
科
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い

る
が
、
新
年
度
か
ら
利
用
条
件
の

緩
和
や
利
用
料
金
減
免
制
度
の
導

入
、
利
用
で
き
る
医
療
機
関
の
拡

充
な
ど
充
実
を
図
り
、
市
報
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
産
科
医
療
機

関
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
成
果
と
課
題
は
。

答　
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
、
市
税
な
ど
ス
マ
ホ
決
済
の
導

入
、
新
見
ま
ち
ナ
ビ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
機

会
が
少
な
い
の
で
、
機
会
創
出
と

休
日
の
証
明
書
が
発
行
で
き
る
証

明
書
等
自
動
発
行
機
導
入
を
本
定

例
会
に
提
案
し
て
い
る
。

問　
情
報
格
差
解
消
の
た
め
、
全

市
民
に
ス
マ
ホ
を
貸
し
出
し
て
は
。

答　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
享
受
で
き
る
取
組
に
よ
り
、

情
報
格
差
対
策
が
進
む
も
の
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ス
マ
ホ

の
貸
与
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

土つ
ち　

屋や　
　
　

将
す
す
む

（会派）
絆民
クラブ

森
林
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム（
森
林
情
報
管
理
）に
つ
い
て

問　
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
及

び
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
、
航
空
写
真
や
森
林
計
画

図
な
ど
の
デ
ー
タ
入
力
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
構
築
が
お
お
む
ね
完
了
し
、

検
証
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
発
注
を
行
っ
た
。
事
業
費
は
４

８
０
０
万
円
で
、
国
の
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金

に
よ
り
２
分
の
１
補
助
を
受
け
た
。

問　
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

答　
令
和
５
年
度
末
時
点
で
、
約

36
％
で
あ
る
。

問　
多
く
の
民
間
業
者
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答　
デ
ー
タ
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
な
ど
の
一
部
デ
ー
タ
を

除
き
、
境
界
が
明
確
と
な
っ
て
い

る
森
林
や
、
樹
種
の
情
報
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
般
公
開

す
る
予
定
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い

て
問　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
の

考
え
は
。

答　
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
い
た
い
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
つ
い

て
問　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
つ

い
て
、
県
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を

行
っ
て
い
る
か
。

答　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
つ

い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
り
、

対
応
は
県
の
取
扱
い
業
務
で
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
県
へ
対
応

を
依
頼
し
、
県
か
ら
調
査
依
頼
が

あ
れ
ば
協
力
し
て
い
る
。

取り付け中の太陽光パネル
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本
市
の
地
震
災
害
に
対
す
る
備

え
に
つ
い
て

問　
避
難
所
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
指
定
避
難
所

の
数
・
場
所
は
適
当
か
。
ま
た
、

見
直
し
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　
指
定
避
難
所
の
数
は
１
０
４

カ
所
で
適
当
と
考
え
て
い
る
。
見

直
し
は
、
毎
年
状
況
に
応
じ
て

行
っ
て
い
る
。

問　
学
校
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。
地
震
発
生
時

の
避
難
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　
新
見
市
学
校
管
理
規
則
に
よ

り
避
難
訓
練
を
学
校
、
地
域
の
実

態
に
応
じ
、
年
間
４
回
程
度
実
施

し
て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
端
末
を
活
用
し
た

体
験
型
の
学
習
に
よ
り
防
災
教
育

林は
や
し 　

　

司し　

朗ろ
う

（会派）
みんなの
にいみ

に
取
り
組
ん
で
い
る
例
は
あ
る
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
採
用
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
で
ア
プ
リ
を
導
入

し
て
「
自
分
事
」
と
し
て
防
災
を

学
ぶ
時
間
を
設
け
て
い
る
学
校
も

あ
る
。

問　
建
物
の
耐
震
や
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補

助
の
状
況
は
。

答　
平
成
18
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
住
宅
耐
震
診
断
改
修
事

業
の
実
績
は
、
耐
震
診
断
が
52
棟
、

補
強
計
画
が
27
棟
、
耐
震
補
強
工

事
が
７
棟
、
建
替
え
工
事
３
棟
と

な
っ
て
い
る
。

問　
耐
震
改
修
工
事
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
補
助
金
の
増
額
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

答　
改
修
費
用
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
補
助
限
度
額
の
引
き

上
げ
を
検
討
し
た
い
。

副
市
長
に
本
市
の
現
状
と
今
後

の
展
望
を
問
う

答　
就
任
以
来
、
移
住
定
住
を
一

つ
の
柱
と
し
て
、
市
民
が
住
み
や

す
い
ま
ち
の
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
全
国
的
な
人
口
減
少

が
続
く
中
、
新
年
度
当
初
予
算
案

に
は
、
大
胆
な
改
革
を
盛
り
込
ん

だ
。
基
幹
産
業
で
あ
る
石
灰
業
、

Ａ
級
食
材
、
文
化
観
光
施
設
、
公

立
大
学
な
ど
の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
魅
力
を

よ
り
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
流

入
す
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

新
見
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

問　
市
内
の
中
学
生
が
新
見
高
校

に
進
学
し
た
割
合
は
、
令
和
３
年

度
が 
63
％
だ
っ
た
が
、
今
年
度

は
44
％
に
減
少
し
た
。
そ
の
要
因

は
何
か
。

答　
希
望
す
る
学
科
や
部
活
が
な

い
こ
と
な
ど
で
、
市
外
の
高
校
に

出
ら
れ
て
い
る
。
魅
力
化
を
図
る

宮み
や　

本も
と　

英ひ
で　

基き

（会派）
絆民
クラブ

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
が
、

進
学
率
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
大

変
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。

問　
新
見
高
校
普
通
科
だ
け
が
激

減
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
普

通
科
は
な
く
な
り
、
若
い
夫
婦
は

市
外
に
転
出
し
、
人
口
減
少
が
さ

ら
に
加
速
す
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答　
普
通
科
が
な
く
な
っ
て
は
い

け
な
い
。
全
力
で
普
通
科
が
残
る

よ
う
努
力
す
る
。

市
内
温
泉
入
浴
料
に
つ
い
て

問　

市
民
の
市
内
温
泉
入
浴
料 

を
半
額
に
で
き
な
い
か
。

答　
指
定
管
理
者
の
収
入
源
に
つ

な
が
る
た
め
考
え
て
い
な
い
。

問　
入
浴
料
の
一
部
を
に
ー
み
ん

ポ
イ
ン
ト
で
還
元
で
き
な
い
か
。

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
(予定)

割合
（％）

66.2% 62.2% 53.8% 62.6% 54.8% 43.5% 41.7%
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答　
利
用
者
増
加
と
市
内
の
経
済

循
環
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
の

で
指
定
管
理
者
と
協
議
を
行
い
な

が
ら
有
益
な
実
施
方
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
。

市
長
の
公
約
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
に
つ
い
て

問　
市
民
の
所
得
を
増
や
す
た
め

に
、
新
見
で
し
か
で
き
な
い
事
業

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
、
観
光
（
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
）
×
石
灰
（
採
掘
跡
地
）
×
特

産
品
（
Ａ
級
食
材
）
の
掛
け
合
わ

せ
。
採
掘
場
跡
地
の
洞
内
に
レ
ス

ト
ラ
ン
や
入
浴
施
設
な
ど
を
造
り
、

外
国
人
旅
行
客
を
誘
致
し
て
は
ど

う
か
。

答　
観
光
協
会
と
研
究
し
て
い
く
。

新
見
市
森
林
公
園
牛
丸
大
仙
に

つ
い
て

問　
再
整
備
と
活
用
に
つ
い
て
の

考
え
は
。
ま
た
、
都
市
部
と
の
交

流
再
開
や
全
国
植
樹
祭
を
記
念
し

た
植
樹
を
行
う
考
え
は
。

答　
各
施
設
は
整
備
後
20
年
以
上

が
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
利
用
者
が
憩
え
る
よ
う
な
適
正

な
管
理
を
行
い
た
い
。
ま
た
都
市

と
農
村
と
の
交
流
促
進
や
記
念
植

樹
な
ど
も
こ
の
公
園
の
管
理
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
協
議
し
た

い
。新

見
市
処
理
セ
ン
タ
ー
最
終
処

分
場
施
設
に
つ
い
て

問　
現
在
の
埋
め
立
て
状
況
と
災

害
廃
棄
物
の
処
理
を
含
め
た
新
た

な
埋
め
立
て
施
設
の
整
備
方
針
は
。

塩し　

飽わ
く　

満み
つ　

路じ

（会派）
絆民
クラブ

答　
現
在
３
槽
に
分
割
さ
れ
た
最

終
処
分
場
施
設
の
最
後
の
槽
を
使

用
し
て
お
り
、
令
和
12
年
度
の
埋

め
立
て
完
了
を
想
定
し
て
い
る
。

次
期
最
終
処
分
場
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
に
災
害
廃
棄

物
の
処
理
も
含
め
た
新
た
な
ご
み

処
理
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
可
能
な
限
り

早
期
に
新
た
な
埋
め
立
て
施
設
の

建
設
に
着
手
し
た
い
。

金
谷
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て

問　
こ
の
事
業
の
意
義
や
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
こ
の
事
業
に

対
す
る
市
長
の
思
い
を
伺
い
た
い
。

事
業
に
関
連
す
る
橋
梁
や
踏
切
の

整
備
は
あ
る
の
か
。

答　
金
谷
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

本
市
の
人
口
減
少
抑
制
に
資
す
る

魅
力
的
な
住
宅
地
整
備
と
市
街
地

道
路
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
策
の
柱
に
掲
げ
て
い

る｢
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
流
入

す
る
ま
ち｣
の
基
本
と
な
る
事
業

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

地
権
者
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
賛
同
の
も
と
早
期
に
完
成
さ

せ
た
い
。
今
後
の
作
業
と
し
て
は
、

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
書
の
作

成
を
進
め
、
知
事
認
可
を
得
て
仮

換
地
計
画
を
定
め
工
事
に
着
手
し

た
い
。

　
ま
た
、
高
梁
川
を
渡
る
幹
線
道

路
の
橋
梁
も
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
に
合
わ
せ
取
り
組
む
。

　
金
谷
踏
切
に
つ
い
て
も
区
画
整

理
事
業
と
合
わ
せ
よ
り
安
全
な
位

置
に
移
設
す
る
こ
と
と
し
て
Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

危
険
木
伐
採
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

問　
民
家
に
迫
っ
て
い
る
、
大
き

く
な
り
す
ぎ
た
リ
、
枯
れ
て
し

ま
っ
て
、
い
つ
倒
れ
て
く
る
か
わ

か
ら
な
い
危
険
木
を
伐
採
す
る
の

に
補
助
金
を
創
設
す
る
考
え
は
。

小こ　

河が
わ　

俊と
し　

文ふ
み

（会派）
絆民
クラブ

提案した産業の掛け合わせ（例）
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答　
現
在
の
と
こ
ろ
岡
山
市
、
倉

敷
市
、
真
庭
市
、
吉
備
中
央
町
で

は
危
険
木
伐
採
に
対
す
る
補
助
金

が
あ
る
が
、
本
市
で
は
補
助
制
度

創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
過
去
３
年

間
の
状
況
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
３
２
２
２
件

で
約
６
６
５
２
万
円
、
令
和
４
年

度
は
５
３
８
２
件
で
約
１
億
１
５

７
万
円
、
令
和
５
年
度
は
今
年
１

月
末
現
在
５
９
６
５
件
で
約
１
億

２
０
４
３
万
円
。
本
年
度
は
設
定

し
て
い
た
１
億
２
千
万
円
の
目
標

額
に
達
し
て
い
る
。
市
民
の
他
自

治
体
へ
の
寄
付
額
は
、
令
和
２
年

度
は
２
５
２
人
で
約
１
９
９
３
万

円
、
令
和
３
年
度
は
４
２
４
人
で

約
２
９
４
１
万
円
、
令
和
４
年
度

は
５
２
９
人
で
約
３
６
８
０
万
円
。

問　
墓
掃
除
な
ど
の
役
務
を
提
供

す
る
よ
う
な
返
礼
品
の
登
録
は
あ

る
の
か
。

答　
今
現
在
、
墓
掃
除
な
ど
の
役

務
提
供
の
返
礼
品
の
登
録
は
無
い
。

問　
新
見
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
を
返
礼
品
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答　
返
礼
品
の
基
準
が
年
々
厳
格

化
さ
れ
、
現
在
で
は
新
見
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
付
与
す
る

に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
は
基
準
を
満

た
さ
な
い
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問　
今
後
の
本
市
の
人
口
推
移
の

予
測
は
。

答　
「
第
３
次
総
合
計
画
」
策
定

時
、
平
成
30
年
に
発
表
さ
れ
た
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

峠た
わ　

田だ　

一か
ず　

也や

無会派

の
推
計
値
に
よ
る
と
、
令
和
12
年

に
２
万
１
９
９
７
人
に
減
少
す
る

予
測
だ
っ
た
。
昨
年
末
発
表
さ
れ

た
推
計
値
に
よ
る
と
、
２
万
２
８

５
０
人
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
産
業
振
興
や
移
住
定
住

対
策
、
子
育
て
環
境
の
整
備
な
ど

様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
過
去
５
年
間
の
移
住
者
へ
の

空
き
家
活
用
推
進
事
業
補
助
金
の

交
付
件
数
、
及
び
定
住
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
交
付
件
数
は
、
平
成
30
年
度

９
件
、
令
和
元
年
度
７
件
、
令
和

２
年
度
13
件
、
令
和
３
年
度
12
件
、

令
和
４
年
度
13
件
で
あ
っ
た
。
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で

に
交
付
し
た
54
件
の
う
ち
、
転
出

は
１
件
で
あ
っ
た
。

問　
移
住
定
住
推
進
課
が
来
年
度

に
向
け
て
取
り
組
む
新
た
な
施
策

は
あ
る
か
。

答　
「
新
見
ｄ
ｅ
子
育
て
体
験
事

業
」
を
試
行
す
る
他
、「
ふ
る
さ

と
市
民
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ツ
ア
ー

事
業
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
既
存
の
「
ふ
る
さ
と
定
住

支
援
金
」
と
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
奨
励
金
」
を
統
合
し
て
、
新
規

学
卒
者
や
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
市

内
に
定
住
し
、
市
内
か
通
勤
可
能

な
市
外
の
事
業
所
に
就
職
し
た
場

合
に
、
に
ー
み
ん
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
「
移
住
定
住
奨
励
事
業
」

を
実
施
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
や

担
い
手
確
保
対
策
に
取
り
組
む
。

問　
県
内
市
町
村
で
ほ
と
ん
ど
実

施
さ
れ
て
い
な
い
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
の
第
１
子
か
ら
の
保
育

料
全
員
無
償
化
を
実
施
し
て
子
育

て
世
代
の
若
者
の
流
入
や
定
住
を

図
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
在
、
第
３
子
よ
り
無
償
化

し
て
お
り
、
他
市
と
比
較
し
て
も

子
育
て
の
環
境
は
充
実
し
て
お
り
、

安
価
な
料
金
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
国
の
方
へ
も
要
望
し
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

問　
児
童
数
減
少
に
伴
う
小
学
校

統
廃
合
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
最
適
な
教
育
環
境
が
整
備
で

き
る
よ
う
な
計
画
の
検
討
を
し
て

い
る
。
統
合
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
住
民
と
保
護
者
の
考
え
を
第
一

に
尊
重
す
る
よ
う
努
め
る
。
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｢

晴
れ
の
国
岡
山｣ 

駅
伝
競
走

大
会
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
大
会
に
不
参
加

と
な
っ
た
経
過
説
明
と
次
大
会
参

加
の
意
向
は
あ
る
の
か
。

答　

不
参
加
と
な
っ
た
要
因
は
、

長
距
離
が
得
意
な
高
校
陸
上
部
員

が
少
な
く
、｢

高
校
生
を
含
む｣

と
い
う
要
件
を
満
た
せ
ず
、
昨
年

に
続
き
出
場
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
も
同
様
の
状
態
が
続
け
ば
主
催

者
に
出
場
要
件
の
緩
和
を
求
め
た

い
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
合

同
チ
ー
ム
を
編
成
で
き
る
が
検
討

し
て
い
な
い
。
単
独
で
の
出
場
を

め
ざ
し
て
体
制
を
整
え
た
い
。

鳥
獣
捕
獲
柵
の
設
置
状
況
は

問　
新
見
高
校
に
獣
害
捕
獲
柵
の

製
作
を
依
頼
し
て
は
。

藤ふ
じ　

澤さ
わ　

正ま
さ　

則の
り

無会派

答　
本
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
で
貸
し
出
し
用
に
イ
ノ
シ
シ

用
21
基
を
所
有
し
て
い
る
。
更
新

や
追
加
購
入
の
必
要
が
あ
り
、
高

校
生
と
一
緒
に
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
積
極

的
に
推
進
し
た
い
。

本
市
合
併
20
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て

問　
記
念
事
業
と
し
て
備
作
山
地

県
立
自
然
公
園｢

大
佐
山｣

山
麓

へ
の｢

森
の
館｣

整
備
を
地
元
団

体
等
が
市
長
要
望
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
調
査
・
研
究
の
経
過
と
状
況

は
。

答　
大
佐
地
区
の
方
々
か
ら
ご
提

案
の
あ
っ
た｢

森
の
館｣

の
整
備

に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
や
整
備
統
合
な
ど
、
将
来
的

な
大
日
高
原
全
体
の
観
光
振
興
の

方
向
性
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
施
設
が

有
効
で
あ
る
か
、
調
査
・
研
究
し

た
い
。

問　
大
日
高
原
の
眺
望
も
す
ば
ら

し
く
、
地
元
か
ら
の
要
望
も
有
り

早
期
の
着
工
を
す
べ
き
で
は
。

答　
既
存
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ

り
利
用
者
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
観
光
振

興
を
図
る
提
案
で
あ
り
、
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、
要
望
内
容
を
よ

り
具
体
化
さ
せ
、
維
持
管
理
面
な

ど
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
う
施
設
が
有
効
で
あ
る
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
事
業
所
に
お
け
る
担
い
手

不
足
解
消
の
た
め
の
施
策
は

古ふ
る　

川か
わ　

英ひ
で　

明あ
き

副議長

森の館の構想写真

問　
本
市
の
担
い
手
不
足
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
。
特
に
深
刻

な
業
種
は
何
か
。

答　
新
見
商
工
会
議
所
と
阿
哲
商

工
会
が
実
施
し
た
人
材
不
足
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら

把
握
し
て
い
る
。
特
に
深
刻
な
業

種
は
、医
療・福
祉
、建
設
業
、サ
ー

ビ
ス
業
で
あ
る
。

問　
担
い
手
不
足
解
消
の
た
め
に
、

外
国
人
や
障
が
い
者
の
雇
用
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答　
外
国
人
な
ど
の
雇
用
を
促
進

す
る
こ
と
は
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。
事
業
者
が
実
施
す
る
外
国
語

表
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
な
ど
に
対
し
中
小
企

業
支
援
事
業
補
助
金
、
多
言
語
化

対
応
事
業
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
。

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
ほ

ほ
え
み
広
場
に
い
み
を
中
心
に
関

係
機
関
と
連
携
し
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
つ
い

て
問　
市
内
に
は
法
定
雇
用
に
関
係

す
る
事
業
所
が
少
な
い
が
、
少
人

数
の
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、
健
常

者
に
混
じ
っ
て
障
が
い
者
が
頑
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張
っ
て
働
い
て
い
る
状
況
を
創
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
障
が
い

者
雇
用
を
推
進
す
る
「
新
見
市
障

が
い
者
雇
用
推
進
条
例
」
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。

答　
条
例
は
最
終
的
に
は
目
指
し

た
い
が
、
ま
ず
は
現
在
策
定
中
の

新
見
市
障
が
い
者
計
画
に
基
づ
い

て
、
総
合
的
な
就
労
支
援
の
充
実

と
施
策
の
展
開
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
引
き
続
き
、
障
が
い
者
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
て
、
積

極
的
に
障
が
い
者
の
雇
用
に
努
め

て
い
き
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
に
お

け
る
お
む
つ
の
取
扱
い
に
つ
い

て
問　
子
育
て
世
代
の
支
援
事
業
と

し
て
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
導
入
や
無
料
化
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答　
保
護
者
の
希
望
調
査
を
実
施

し
た
上
で
、
必
要
性
、
利
便
性
、

各
園
で
の
業
務
の
効
率
性
を
考
慮

し
、
検
討
し
た
い
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　
能
登
半
島
地
震
の
災
害
状
況

を
捉
え
、
近
い
将
来
に
発
生
が
想

定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
対
す
る
今
後
の
危
機
管
理
の
取

組
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
新
見
市
地
域
防
災
計
画
（
震

災
対
策
編
）
を
策
定
し
、
市
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
危

機
感
を
も
っ
て
備
え
て
い
る
。
ま

た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
、
国
や
専
門
機
関
等
の
検
証

が
今
後
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
震

災
対
応
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
た

際
に
は
、
新
た
な
防
災
計
画
に
適

切
に
反
映
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
木
造
住
宅
密
集
地
で
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

や
家
具
転
倒
防
止
金
具
な
ど
の
設

置
な
ど
を
進
め
て
い
く
考
え
は
。

岩い
わ　

田た　

秀ひ
で　

之ゆ
き

公明党

答　
今
後
、
市
報
な
ど
で
新
た
な

耐
震
化
の
補
助
制
度
の
紹
介
に
併

せ
て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
や
家
具

転
倒
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
も

啓
発
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
地
震
が
発
生
し
て
か
ら
の
避

難
所
で
の
情
報
収
集
の
考
え
は
。

答　
災
害
時
の
情
報
収
集
手
段
と

し
て
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
こ
と

は
こ
れ
ま
で
も
奨
励
し
て
き
て
お

り
、
非
常
持
ち
出
し
袋
等
に
も
常

備
し
て
お
く
こ
と
を
様
々
な
媒
体

や
機
会
で
啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、

主
要
な
指
定
避
難
所
に
は
、
非
常

持
ち
出
し
袋
を
常
備
し
て
お
り
、

発
電
式
ラ
ジ
オ
も
合
わ
せ
て
常
備

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
指
定
避

難
所
へ
の
常
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
研
究
を
し
て
い
く
。

問　
地
震
災
害
で
電
気
や
水
の
供

給
が
止
ま
っ
た
場
合
の
対
応
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
指
定
避
難
所
に
お
け
る
初
期

は
、
停
電
時
の
電
源
に
関
し
て
は

非
常
用
発
電
機
、
水
に
関
し
て
は

備
蓄
し
て
い
る
保
存
水
で
対
応
す

る
。
次
の
段
階
で
は
、
災
害
協
定

を
締
結
し
て
い
る
電
力
会
社
や
他

の
自
治
体
に
応
援
を
求
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
孤
立

地
域
が
発
生
し
、
物
資
が
届
か
な

い
状
況
が
あ
り
、
本
市
に
お
い
て

も
孤
立
地
域
の
可
能
性
も
あ
る
と

思
う
が
、
現
在
の
備
蓄
箇
所
を
増

や
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
現
在
の
備
蓄
品
は
公
民
館
等

24
カ
所
に
配
備
し
て
お
り
、
備
蓄

品
に
は
消
費
期
限
の
問
題
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切
に
管
理
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

あ
る
備
蓄
箇
所
を
増
や
す
考
え
は

な
く
、
現
在
の
備
蓄
箇
所
を
拠
点

と
し
て
、
最
寄
り
の
避
難
所
へ
の

配
送
を
想
定
し
、
複
数
の
経
路
を

設
定
す
る
な
ど
し
て
、
孤
立
地
域

の
発
生
を
防
ぐ
考
え
で
あ
る
。

非常用持ち出し袋と備蓄品
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市民市民のの声声
　みなさん、こんにちは。「市民の声」コーナ
ーです。担当議員が皆さまの元に出向き、イン
タビュー形式でご意見要望等を伺いました。
　今回は、30代女性（新見）にお話を聞きました。

　
陳
情
第
13
号
「
公
営
塾
開
設
に
つ
い
て
の
陳
情
」
は
所
管
の

委
員
会
で
、
県
立
新
見
高
等
学
校
代
表
鶴
藤
咲
奈
さ
ん
か
ら
詳

し
く
分
か
り
や
す
い
資
料
を
添
え
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
生
徒
に
よ
る
陳
情
は
、
平
成
30
年
に
始
ま
り
今
回
が

７
回
目
。
こ
れ
ま
で
「
採
択
」
５
件
、「
一
部
採
択・趣
旨
採
択
」

３
件
、「
不
採
択
」
３
件
で
し
た
。

　

採
択
の
う
ち
、「
街
灯
設
置
に
つ
い
て
」
な
ど
は
既
に
実
施

さ
れ
、
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
「
新
見
市
内
の
選
挙
に
お
け
る
投

票
率
向
上
に
つ
い
て
」
も
次
期
選
挙
で
期
日
前
投
票
期
間
中
に

移
動
投
票
（
専
用
車
両
で
投
票
す
る
）
を
行
う
予
算
も
議
決
し

ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
陳
情
の
審
査
で
各
委
員
か
ら
多
様
な
質
問
が
出

ま
し
た
が
、
鶴
藤
さ
ん
の
的
確
な
答
弁
は
、
質
問
者
が
理
解
を

得
る
に
適
し
、
結
果
、
委
員
全
員
の
「
採
択
」
と
な
り
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
鶴
藤
さ
ん
は
「
陳
情
提
出
に
関
わ
り
行
政
・
議
会
な
ど
の
地

方
自
治
の
勉
強
が
で
き
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生

え
た
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
賛
成
討
論
で
、「
市
内
同
業
者
は
、
児
童
生
徒
数
が

減
少
す
る
中
で
そ
の
経
営
も
厳
し
い
も
の
と
察
し
、
民
業
者
の

運
営
参
画
等
も
含
め
て
十
分
な
協
議
を
求
め
る
。」
と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
澤　
正
則
）

ご意見・ご提案は
新見市議会事務局内
　　議会広報紙編集係

〒 718-8501
新見市新見 310-3
電話：0867-72-6151
FAX：0867-72-6183

メール
gikai@city.niimi.lg.jp

Ｑ 「議会だより」の感想は
　全面カラーになり、デザイン性も向上し親しみが持てます。24号掲載の議会報告・意見交換会
『子育て支援や子育てのこと』に参加し、議員の方と直接対話ができ、それぞれの個性を知り、
議会をより身近に興味を持つようになりました。

Ｑ  　議会への要望は
　若い世代はケーブルテレビを契約していない人が多く、SNS配信やYouTubeでのライブ配信
などで議会の様子や市政が分かるようにしてほしい。SNS等で発信すると、ふるさと市民はじ
め、市外の人も新見を知る機会が増えると思います。

Ｑ 　市政への意見要望は
　①保育サポーターの時給は最低賃金を下回っており、最低賃金まで引き上げて制度運用すべき
と思います。②子どもの遊び場が少ない。特に雨の日でも遊べる屋根のある施設設備の整備充実
を望みます。③中学高校に専門家や有資格者を迎え、適切な資産形成のできる人づくりのため、
マネーリテラシー教育の充実を図ってはどうか。④もっと積極的に企業版ふるさと納税に取り組
み、「自ら稼ぐ」力を備えてほしい。⑤地域おこし協力隊員の募集・採用について、漫然と隊員
募集するのではなく、ミッション（使命）を明らかにし、まちの課題解決に行政と協力隊が力を
合わせて取り組めるようにすれば、定住率も高まるのではないでしょうか。

Ｑ 　新見市の将来について
　新見市の2055年の人口は１万3260人と予測されています。中国自動車道と国道180号のある
人流と人口を重ねた時、継続的に新見駅前開発を行う意義があるでしょうか。多くの予測データ
を開示し、市民がより賢い選択をできるようにしてほしい。また、市内の企業は、子育てや介護
に寛容な考え・制度に欠け、行政の働きかけも乏しく、昭和の体質にあります。これでは若者が
新見に住むメリットはなく、企業は人手不足に陥り、経済活動は弱まるばかりでしょう。官民で
ワークライフバランスのとれた職場づくりに取り組み、若者も住みたい生活しやすいと思える魅
力的なまちづくりを進めてほしい。

編
集
後
記
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